
(平20）

〔
注
意
〕
１２
 

３
 

４
 

５
 

国
語
採

こ
の
配
点
は
、
標
準
的
な
配
点
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

定
め
ら
れ
た
答
え
の
欄
に
答
え
が
書
か
れ
て
い
な
い
と
き
は
．
点
を
与
え
な
い
。

指
示
さ
菰
た
答
え
と
違
う
表
現
で
答
え
の
棚
に
記
入
さ
れ
て
い
て
も
、
正
答
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
は
、
点
を
与
え
る
。

定
め
ら
れ
た
数
よ
り
多
く
答
え
た
と
き
は
、
点
を
与
え
な
い
。

採
点
上
の
細
部
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

占
Ｊｂ、、

基
準

（
総
点
加
点
）

:￣~｜ 

|fｌ ｌ－ 

◇
臣
②
（
司
干
－
望
）

５ 

１形

式

２内

容３表現・表記※これらの項
目

容式

に語文話テ自
照句体題ｌ的
らがにがマに
し適統通に応
、切一切つじ
各に性でいた
学使や説て適
校用妥得自切
のさ当力分な
実れ性がの叙
態てがあ考述
にいあるえで
即るるかとあ
しかか。そる
て。ｏのか
総誤主理。
合字述由宇
的・関が数
に脱係明が
評字や確条
価が係に件
すなり表に
るい受現合
もかけさつ
の･なれて
とどてい
すがいる
る適るか

◎ 

切か
で。
あ
る

力1 

｡ 

｡ 

（評価の観点）

４ 

６ ５ ４ ３ ２ １ 

エ エ

恒ら 幻

蕗 の

ち 本

着 を

い 発

て 見

い し

る
、

瀬 本

名 の

垣 価

に 値

感 を
七

J心 理

し 解

た し

か て

ら い

、

な

が

（例）
ウ

す 父

る 親

目 の

分 店

の を一
意 開

図 ｜く

を た
、

め

父 に

親 罰

が 獄

理 記

解
この

し を

な も

い 』ら

か お

守り 一つ
。

と

（例）
イ

３ 

６ ５ ４ ３ ２ １ 

ウ ア

関 感

係 情

を を

理 分

解 類

さ し

せ
、

る 自

役 分

割 と
｡ 

世

界

を

関

係

づ

け
￣丁

そ

ゲ■、

例
ﾐープ

回

ア イ

５ ４ 

エ ウ

’２ 

３ ２ １ 

ア
へ

例
～〆 いわく

’’１ 

７ ６ ５ ４ ３ 

２ 

(5) (4) (3) (2) (1) 

１ 

(5) (4) (3) (2) (1) 

非 ア イ ウ イ， 勤勉 提供
旗

往復 賃（す） えんかつ せぱ（まる） やわ（らかな） こくふく はず（む）

問題

正答
2０ 

４ ３ ４ ３ ４ ２ 

2０ 

４ ４ ４ ４ ２ ２ 

2０ 

２ ２ ２ ワ ２ 

1０ 

２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

3０ 

」」｜｜｜｜｜’ |｜ｌ－ｌｌＬ 配点


